


この取扱説明書は，下記のモテソレの取扱説明を

兼ねています。モデルによって内容が相違する場

合は，説明を併記してあります。

TM-221 : 144MHz FMカートランシーパー（lOW)

TM-221S: 144MHz FMカートランシーパー（45W)

TM・421 : 430MHz FMカートランシーパー(lOW)

TM-421S: 430MHz FMカートランシーパー（35W)

TM-521 : 1200MHz FMトランシーパー

取扱説明書は，ご使用の前に必ずお読みになり

大切に保管してください。
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1. ご使用の前！こ・・必すお鶴みください。
本取扱説明書に記載されている場合を除き，ケースなど

を外し，内部にふれることはさけてください。内部に手を

ふれると感電，故障の原因となることがあります。

直射日光の当たる所や発熱物の近くには設置しないでく

。ぐ
八三ミミケ1¥--
¥ 人入 lllE

花ぴん，化粧品など水の入ったものは，セットの上に置

かないでください。また，湿気の多い所には設置しないで

ください。
(0 、

K士士 J す京一＇

I ・: I 

放熱をよくするため壁から離してください。

国？
ほこりの少ない安定した場所に設置してください。

本セットはDC13.8V用です。

包＇8Jli'W 内

JI コγ
DC安定化電源を使用する場合，ぬれた手でAC電源プラ

グの抜き差しを行いますと感電するおそれがあります。絶

対にしないでください。

＼ 

電源コードを引っぱったり無理に折りまげたり，継ぎ足

したりすることは，通電しなくなったり，ショートのおそ

れがありますのでしないでください。

万一，煙が出たり，変な臭いがする場合，電源スイッチ

をすばやくOFFにして，電源コードを抜き，速やかに購入

店または最寄りの当社サービスセンター，営業所へご連絡

ください。

チューナー，テレビなど，他の機器に妨害を与えるよう

なときは，離して設置してください。

湿度の高い所や，冷たい所から急に暖かい所へ移動しま

すと製品に露がつき，故障の原因となりますので，よく乾

燥させてからご使用ください。

3 



2.定格および付属晶
2-1.定格
仕様

モデル TM-221 TM・221S TM・421 TM-421S TM・521

周 i皮 数 範 囲 144～146MHz 430～440MHz 1260～1300MHz 

電 i皮 型 式 F3(FM) 

アンテナインピーダンス 50Q 

一使 用 温 度 範 囲 -20-+60℃ 

般
電 i原 DC13.8V ±15% 

接 地 方 式 マイナス接地
イ士

送信（最大） 2.6A 9.5A 3.2A 8.5A 5.5A 

様
消費電流

受信（待受時） 0.4A 0.6A 

周 i皮 数 安 疋....... 度 ±10×10-6以内 土3×10-5以内

寸法（突起物を含む，W×H×D) 141×42×154mm 141×42×193mm 141×42×154mm 141×42×193mm 

重 量 1.0kg 1.2kg 1.0kg 

HI lOW 45W lOW 
送信出力

LOW 約lW 約5W 約lW

送 変 調 方 式 リアクタンス変調

信 不 要 幅 射 5怠 度 -60dB以下

部 最大周波数偏移 土5kHz

変調ひずみ（60%変調時） 3%以下（300～3000Hz)

マイクロホンインピーダンス 500～600Q 

受 信 方 式 ダブルスーパーヘテロダイン

第 10.695MHz 30.825MHz 
中間周波数

第 455kHz 一
受
受信感度（12dBSINAD) -16dBμ(0.16μV）以下

信 選 択 度
-6dB 12kHz以上

-60dB 26kHz以下
部
スプリアス妨害比 70dB以上 65dB以上

ス ケ 1レ チ 感 度 -20dBμ(O.lμV）以下

低周波出力（5%ひずみ率） 2W以上（8Q負荷）

低周波負荷インピーダンス 8Q 

ご注意：

1. JAIA（日本アマチュア無線機器工業界）で定めた測定法による。

2.定格は技術開発に伴い変更することがあります。
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1.2kg 

35W lOW 

約5W lW 

-50dB以下

59.7MHz 

36kHz以下

50dB以上



2-2.付属昂
①マイクロホン……・H ・H ・－－…………………………………・1

②DC電源コード………...・ H ・H ・H ・－－…………………………1

③車載アングル・・

④平ワッシャー…………………………………...・ H ・－・……・4

⑤タッピンねじ………...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・4

⑥六角セムスねじ……...・ H ・－－…・ H ・H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－…・4

⑦スタックプレート（TM-421/421S/521のみ）....・ H ・...・ H ・・2

① 

③

H
V
 

③

H
V
③

H
V
 

⑤

③

見

守
ミ；事

② 

3.設置および接続
3-1.設置〈車載〉
1.車載アングル

取り付け位置は，安全性および操作性を考慮して決めて

ください。

1.平ワッシャー（付属品，4個）およびタッピンねじ（付属

品，4個）で車載アングルを車体に取り付けてください。

2.六角セムスねじ（付属品，4個）でトランシーパーを仮り

留めしてください。

3.トランシーパーの取り付け角度は5段階に可変で、きます

ので，操作しやすい角度を選択してください。

4.トランシーパーを後方に押しつけながら，プラスドライ

すー（4mm）またはプライヤー，レンチ（対辺＝7mm）など

を使用して六角セムスねじをしっかり締めてください。

2.スタックプレート（TM・421/421S/521のみ）

TM-421/ 421S/521を1台ともう1台（TM-221/221Sを含む）

を二段重ねにする場合，スタックプレート（付属品）で結合

してください。また，車載アングルおよびその取付ねじ類

は一台分余りますので大切に保存しておいてください。

下段のトランシーパーを取り付ける穴は，二段用意され

ていますのでお選びください。また，上段のトランシーパ

ーが手前になるように取り付ける場合は，スタックプレー

トの前後が逆になるように裏返えしてご使用ください。

⑧予備ヒューズ： TM・221

T勘'I-421

噌
E
A

唱
E
ム

A

A

 

anヨ

F
h
d

TM-521 

TM・221S/421S : IOA…...・ H ・.....・ H ・・・・・1

8A・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・・1

保証書…－－

通信機国内営業所・サービス所在地（一覧表）・ H ・H ・.....・ H ・・1

取扱説明書…－－－

③ 

⑦ 

⑤
 

④

＠

＠

 

＠
 

ぴタP

スタックプレート

スタックプレート
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3-2.接続
3-2圃 1.車載

1. DC電源コードの接続

DC電源コードをバッテリーの端子に直接接続してくだ

さい。シガーライタープラグの使用は，電源の供給が不安

定になり，性能が保持できません。

卜ランシ－1（ー SP-508まfこはSP-40

（外部スピーカーを用いる場合）

ご注意：

1.ショート事故を防止するため，バッテリー

のθ端子にあらかじめ接続されている配線
は，接続が完了するまで必ず外し，最後に

元どおりに接続してください。

ぐッテリーの配線は⑤プラス． θ7イナスの係性にH：怠して配線してください。

2.取り付け，配線が終わり，誤りがないかを

確認の後，バッテリーのθ端子を接続して

ください。

3.ヒューズが切れた時は，各コード類がショ

ートなどで損傷していないかを確認してか

ら，指定容量のヒューズと究換してくださ

エンジ…古一客室内

DC電源コードが熱や．水｜ 日
溜の影響を受けない場所 l i:i 
を選んで配線し，しっか！ 日
り固定してください。 I T 

DC電源コード ＼トランシー
，、－仇、

グロメットなどをf壷って
DC電源コードが直接鉄板

の切り口に触れないよう
にして〈ださい。

4.配線完了後，ヒューズホルダーを耐熱性の

テープなどで巻き，水滴から保護してくだ

さい。

．シャーシの配線穴が小さい場合は，ヒューズホルダーを

分解して通してください。

5.DC電源コードが長すぎる場合でも，ヒュー

ズは必ず使用してください。
也記亙

2.イグニッションノイズ対策について

本機はイグニッションノイズ（自動車のエンジンより出

る雑音）に対し十分配慮、されていますが，車種によっては

大きいレベルのノイズを発生する場合があります。このよ

うな場合は，車載用ノイズフィルターPG-3B，抵抗入りス

パークプラグなどの使用をご検討ください。
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ヒューズホルダー

バッテリー

DC電源コード

客室側

この状態にして通す。

卜ランシ－／（ー



3-2-2.固定局

DC13.8Vの電源が必要です。次のDC安定化電源をおす

すめします。

TM・221/421 : PS-32またはPS-22

TM・221S/421S/521 : PS-32 

ご注意：

極性を間違えないように注意してください。

赤→＠

黒→＠

ご注意：

1.電源を接続する前に， POWERスイッチおよびDC電源の

POWERスイッチをOFFにしてください。

2.すべての接続が完了するまで，絶対にDC電源のプラグ

をACコンセントに差さないでください。

SP-430 

トランシーバー

アンテナへ

3-2-3.アンテナについて

トランシーパーの性能は，使用するアンテナにより，大

きく左右されます。本機の性能を十分に発揮させるために

は，正しく調整された良いアンテナを使用することが大切

です。

アンテナは50Q系の同軸ケーブルで接続してください。

また，同軸ケーブルとアンテナのインピーダンスマッチン

グをとり，アンテナ給電部でSWR=l.5以下でご使用くださ

い。 SWRが極端に悪い場合，本機の保護回路が動作し，送

信出力が低下したり，電波障害の原因にもなります。

ご注意：

火災，感電，人体への傷害，または機器への損傷に対す

る保護のために避雷器をご使用ください。

SWR…・・アンテナと同軸ケーブルのインピーダンスが一致

しないと，定在波という波が同軸ケーブル上に生

じます。この定在波の最大電圧と最小電圧の値の

比が電圧定在波比（VoltageStanding Wave Ratio) 

といい，一般にSWRと呼んで、います。

巨ヨ

3-2-4.マイクロホン

合
付属のマイクロホンをマイクロホン端子に接続してくだ

さい。
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4.操作
4-1.各部の名柿と機能
4-1-1. 前面パネル （注）ディスプレイパネルの表示は実際の動作状態ではありません。

TM-221/2218 ①②⑧  ④ ⑤ ⑥⑦  

⑫ ⑮ ⑭ ⑬ ⑨ ⑧ 

KENWOOD 144MHz同 TRANSCEIVERTM 221 

AL SCAN CTCSS TONE 

~c 門門門 「日司

I vー.LILI LI しを空j
｜園口口口口口口口口口口百IT]E園

ALE.RT I SCl'IN I CTCSS 

⑪
 

TM-421/4218 ①②⑧  ④ ⑤ ⑥⑦  

円EV I SCAN I CTC.SS I TONE 

盟
問
国
一
圃

叩

二

回

一

一

白

書

U
需

Q
5
1
1二
E
「

o＝
町
ニ
ヨ
主
一

問一一－

uf一一
E
F

⑫ ⑩⑬  ⑫ ⑪
 
⑩ ⑨ ⑧ 

TM-521 
①②⑧  ④ ⑤ ⑥⑦  

REV I SCAN 

KENWOOD 1200MHz!FM TRANSCEIVER TM-521 

REV + SCAN CTCSS TONE 
<1_1唱にcnn・n R「t
iピ:i.:-1.LJ LI LI L主ーj
圃園口口口口口口口口口口百面lE国

~R_F' 

⑫ ⑩ ⑩ ⑫ ⑩
 
⑩ ⑨ ⑧ 

8 



①VFO/Mキー

押すたびにVFO動作とメモリーチャンネル動作が交互に

切り替えられます。メモリーチャンネル動作時は，ディス

プレイパネルにメモリーチャンネル番号が表示されます。

②M.INキー

メモリーチャンネルにデータをメモリーしたり，下記の

拡張機能の設定をする時に使用します。

ステップ周波数の選択 庖f'4-2-3.ステップ周波数の選択

ビープ音のON/OFF 白書戸4-2-5.ビープ音のON/OFF

ALT動作のON/OFF 医If'4-2-4.ALT機能

メモリーチャトンネルの
ロックアウ

&4-5-4.メモト？ンネルのロ・ックアウ

トーン周波数の選択 医If'4-7. トーン周波数の選択

⑨MHzキー

送受信周波数を速く変化させる時に使用します。 VFO動

作時，このキーを押すとlOOkHz以下の桁の表示が消えます。

同調つまみまたはマイクロホンのUP/OWNスイッチにより

1MHzステップで変化します。いずれかのキーまたはマイ

クロホンのPTTスイッチを操作するとMHz動作はOFFに

なります。なお，何も操作しないと約5秒後に解除されま

す。

④ディスプレイパネル

LCD（液晶表示器）に，送受信周波数，メモリーチャンネ

ル，その他の状態を表示します。（cnoページ）

⑤VOL（ボリウム）つまみ

音量が調整できます。

⑥LOWスイッチ

送信出力をHIGHとLOWに切り替えるスイッチです。押

し込んだ状態でローパワーになります。 LOWの場合，音声

によってRFメーターの指示が変化しますので，変調されて

いるかチェックできます。

⑦POWER（電源）スイッチ

電源をON/OFFするスイッチで、七押し込んだ状態でON

になります。

⑧マイクロホン端子

付属のマイクロホンを接続してください。

⑨SOL（スケルチ）つまみ

無信号時の雑音を消すつまみです。無信号時反時計方向

に回し切ると雑音が出ますので，少しずつ時計方向に回し

て雑音が消える位置にセットしてください。信号が弱かっ

たり不安定な時は，聞きやすい位置にセットし直してくだ

さい。

⑩TONEキー

トーン信号をON/OFFするキーです。〔Cr4-8.トーンス

ケルチ， 4-6.レピーターによる交信（TM・421/421S/521

のみ）〕

ご注意：

トーンスケルチ動作またはレピーターによる交信をして

いない場合に，ディスプレイパネルにTONE表示が点灯し

ている時は，このキーを押してください。

⑪CTCSSキー

トーンスケルチ動作をON/OFFするキーです。（Cr4-8.ト

ーンスケルチ）．

ご注意：

トーンスケルチ動作をしていない場合にディスプレイパ

ネルにCTCSS表示が点灯している時は，このキーを押して

ください。

スキャン

⑫SCANキー

SCAN動作をON/OFFするキーです。（Cr4-5.スキャン）

⑬REV（リパース）キー（TM-421/421S/521のみ）

スプリットメモリーチャンネルまたはレピーターによる

交信の場合，このキーを押すと送受信周波数が反転します。
アラート

⑭ALERTキー（TM-221/2218のみ）

アラート動作をON/OFFさせるキーです。（Cr4-5-5.アラ

ート）

⑮CALLキー（TM-221/2218のみ）

CALLチャンネルに切り替えるキーです。 145.000MHz 

に初期設定されていますが，書き換えることができます。

(Cr4-4-4, 3. CALLチャンネル）
シフト

⑩SHIFTキー（TM・421/421S/521のみ）

レピーターによる交信の場合，受信周波数に対して，送

信周波数を，＋または，一方向にシフトさせるキーです。

押すたびに，＋，－，シンプレックス（表示はしません）

の順に切り替わります。（Cr4-6.レピーターによる交信）

⑫同調つまみ

送受信周波数，メモリーチャンネル，ステップ周波数，

トーン周波数，スキャンの方向が選択できます。
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．ディスプレイパネル
（注）ディスプレイパネルの表示は実際の動作状態て’はありません。

TM・221/2218

③④⑤  

⑭

⑬

⑫

⑪

 

お

円

U

一

河
川
一
一
町
市

wnu一Jm［

札
門

U
二
回
「

c
J一四十

週一二百

TM・421/4218

①②  ④ 

⑦

⑧

⑨

 

⑩ 

⑤ ⑥ 

REV斗 SCANCTCSS TONE 

『守門門門
3コ.uuu

⑦

⑧

⑨

 

⑬

⑫

⑪

 

TM-521 

①②  ④ 

⑩ 

⑤ ⑥ 

⑮ 
- REV + SCAN CTCSS TONE 

司i圃2t;> ヨコr.DDD ⑦ 

⑬ ⑧ 

⑫ 口口口口口口口口口口口口口口
⑨ 

⑪ 3 5 7 9 OVER 

⑩ 

①シフト表示（TM・421/421$/521のみ）

シフト動作の時に表示します。

②REV表示（TM-421/421$/521のみ）

リパース動作を表示します。

⑧1AL表示（TM-221/221Sのみ）

アラート動作を表示します。

④SCAN表示

スキャン動作を表示します。

⑤CTCSS表示

CTCSS動作を表示します。

⑥TONE表示

トーンの動作を表示します。

⑦M表示

M.INキーを押すと表示します。

10 

⑧メモリーチャンネル番号表示

VFO動作時にM.INキーを押した場合，またはメモリー

チャンネル動作をしている時，選択されているメモリーチ

ャンネルを表示します。

⑨女表示

ロックアウトが指定されているメモリーチャンネルが選

択されている時に表示します。

⑩ON AIR表示

送信状態になっている時に表示します。

⑪S&RFメーター

受信時は信号の強さを示すSメーターとして，送信時は

送信出力を示すRFメーターとして動作します。

⑫BUSY表示

無信号時にノイズが出る佐置にSQしつまみがセットされ

ている場合，または信号を受信しスケルチが聞いている時

に表示します。

⑬周波数表示

送受信周波数，ステップ周波数， トーン周波数を表示し

ます。

⑭CALL表示（TM-221/221Sのみ）

CALLチャンネル動作を表示します。

⑮ALT表示（TM-521のみ）

ALT動作を表示します。

4-1-2.背面パネル

② 

OlofilJO 

③一一一

④ 

①アンテナ（ANT）端子
次のコネクターでアンテナを接続してください。インピ

ーダンスは50Qです。

TM-221/421シリーズ： M型コネクター

TM-521 : N型コネクター

②スピーカー（SP8Q）端子
外部スピーカー接続用端子です。インピーダンスは8Qで

す。



⑧ヒューズホルダー

次のヒューズが取り付けてあります。

TM-221 : 4A 

TM-421 : 5A 

TM-221S/421S: lOA 

TM-521 8A 

④電源コネクター（DC13.8V) 
DC電源コード（付属）を使用し，直流電源（13.8V基準）に

接続してください。 DC電源コードは，赤色がプラス＠極，

黒色がマイナスθ極です。極性を間違えないようお確かめ
ください。

4-1・3.マイクロホン

①② 

③ 

①②UP/OWN（アップ／ダウン）スイッチ
送受信周波数，メモリーチャンネル，ステップ周波数，

トーン周波数をアップまたはダウンさせるスイッチです。

押し続けると連続して変化します。また，スキャンの方向

が選択できます。

③PTT（プッシュ・トゥ・トーク）スイッチ
押している間，送信状態になります。また，スキャン，

MHz，ステップ周波数の選択， トーン周波数の選択の動作

中にこのスイッチを押すと，その動作が解除されます。

マイクロホン端子接続図（セットの正面より見た図）

GND ⑧ 

MIC ① 

STBY(PTT）②  

DWN ③ 

UP ④ 

⑦ GND(MIC) 

⑥ RD 
ディスクリミネータ
出力（ IOOmV/IOkQ) 
およひ’ディジタル信

号入力
アナログ回路接続時

は必ず直流をカット
してください。

⑤ DC 8V 50mA max. 

4-2.受信
4-2-1.基本的な受信

1.次のように，つまみおよびスイッチをセットしてくださ

し、。

POWERスイッチ： OFF

DC電源のPOWERスイッチ（固定局の場合）

: OFF 

VOLつまみ

SQLつまみ

：反時計方向いっぱい

：反時計方向いっぱい

謹岩生晶画盟豆E '4醐伸剛＂州 SC"V四 TM221 , 目、

。 11 同雌胡~IるM! ）日 11曹中口守口？中口冊目固｜｜側

、ミグ巴L一位こ位L位二巴：＿＇＇也盟、

（図の例は， TM-221シリーズです。） 反時計方向いっぱい

2.POWERスイッチおよびDC電源のPOWERスイッチをON

にします。ディスプレイパネルに周波数が表示されます。

3.VOLつまみを回すとノイズまたは信号が聞こえますので，

適当な音量にセットしてください。

4.同調つまみなどで信号のない周波数を選択し， SOLつま

みを回してノイズが消える点にセットしてください。

5.希望の受信周波数を選択してください。

6.電源を切る場合は，トランシーパーおよびDC電源の

POWERスイッチをOFFにしてください。

4-2-2.周波数およびメモリーチャン
ネルの選択

同開つまみまたはマイクロホンのUP/DWNスイッチで送

受信周波数またはメモリーチャンネルが選択できます。ま

たTM-221/221SはCALLキーでCALLチャンネルが選択で

きます。下図に示すキーによって， VFO動作，メモリーチ

ャンネル動作， CALLチャンネル動作（TM-221/221$のみ）

に切り替えられます。なお，メモリーチャンネル動作時は，

ディスプレイパネルにメモリーチャンネル番号が表示され

ます。

VFO/Mキ－

VFO動作ー メモリーチャンネル動作

γ一ー一一六戸一一一一一一一T7一一一一一「
I ¥C札Lキ－ CALLキ－／ ! 
I VFO/Mまたは＼ / VFO/Mまたは ！ 
! CAL凶ー ベ / CALLキー i 
i ¥ ¥ / / I 

! CALLチけネル動作 ！ 
j CALLチャンネル動作時にVFO/MキーまたはCALL
｜ キーを押すと， CALLチャンネル動作に切り替える

I 前の動作に戻ります。

L一一一一一一ー（TM-221/221Sのみ）ー一一一一一J
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2.Mの文字が表示されている聞にSHIFTキーを押してくだ

さい。ディスプレイパネルにALTの文字が表示され，自

動的に受信周波数を補正します。

また，受信周波数と相手局の送信周波数にずれがある

場合は，受信周波数を基準にし，相手局の送信周波数の

ずれている方向も表示されます。

ステップ周波数の選択4-2-3. 

受信周波数よりも相手局の送
信周波数が高い場合に点灯。

3.この機能を解除する場合は， M.INキーを押した後， SHIFT

キーを押してください。表示が消え，動作が解除されま

す。

.RC-10で操作する方法

電話型リモートコントローラ－RC-10（別売り）を接続し，

RC-10側で操作する場合は，次のように行ってください。

なお，この他の操作方法については， RC-10に付属の取扱

説明書を参照してください。

受信時にFキーを押した後，約5秒以内（この間，ディ

スプレイに？”が点灯します。）に1キーを押すと，ALT機能

が動作します。解除する場合も同じ操作をしてください。

ステッブp周波数は20kHzに初期設定されていますが，次

の方法で変えることができます。

1.メモリーチャンネル動作をしている場合， VFO/Mキーを

押し， VFO動作にします。

2.M.INキーを押すとディスプレイパネルにMが表示されま

す。その間（約5秒間）にREVキー（TM・421/421S/521の場

合）またはALERTキー（TM・221122isの場合）を押してく

ださい。

3.向調つまみまたはマイクロホンのUP/OWNスイッチで次

の図のステップ周波数より選択してください。

同開つまみを反時計 同調つまみを時計方

方向に回すかマイクロ 向に回すかマイクロホ

ホンの DWNスイッチ ンの UPスイッチを押

を押す。 す。

〈＝＝＝コ c:::::=二＞
TM-221/221S トISkHz 22kHz 25k出一

（初期設定状態） ｜ 

IOkHz SkHz ノ

受信周波数よりも相手局の送
信周波数が低い場合に点灯。

ご注意：

受信周波数を補正した場合でも，受信周波数の表示は

変わりません。

お

一

E

W
U一回
m

mU一回9
門

υ二回
一
5

完一唖
一
四
一
記
事

CISkH "''" 町一（初期設定状態） ｜ 

IOkHz SkHz 12 SkHz－一一＿＿／

TM-421/421S 

TM・521

「帥 2＝~kHz 12. SkHー
（初期設定状態） ｜ 

25kHz ' 

4.いずれかのキーまたはマイクロホンのPTTスイッチを操

作すると受信周波数表示に戻ります。

ビープ音のON/OFF

同調つまみ（VFO動作時およびメモリーチャンネル動作

時を除く）または各キーを操作するとビープ音が出ます。

このビープ音は，次の方法でON/OFFすることができます。

M.INキーを押してください。ディスプレイパネルにMが

表示されます（約5秒間）。その聞にCTCSSキーを押してく

ださい。

4-2-5. ALT機能（TM・521のみ）

ALT(Auto Lock Tuning）とは，受信周波数と相手局の

送信周波数に“ずれ”が生じても，常に相手局の送信周波数

で受信する機能です。

受信周波数と相手局の送信周波数にずれが生じると，ひ

ずみや雑音が感じられます。このような場合にALT機能

を動作させると，自動的に受信周波数を補正します。

次の方法で動作させてください。

l.M.INキーを押してください。ディスプレイパネルにMの

文字が約5秒間表示されます。もし， Mの文字が消えた

場合は，もう一度M.INキーを押してください。

M.INキー

4・2-4.

M 

KEN＼；のOD 1200MHz剛 τR州時IV時TM-521
11 - REV + SCAN CTCSS !rONE 
d園田I> r::円円円 「布石1
1/ 2 9コ.LIULI l主里j
山田口口ロロロロロロロロ由面1園圃
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4-3.送信

ご注意（TM-521のみ）：

移動する局として免許を受けたアマチュア局が常置場所

以外で電波を発射する場合，空中線電力はlW以下に制限

されています。 LOWスイッチを押して送信出力をローパ

ワーに切り替えてください。

1.希望の周波数を選択してください。〔0'4-2-2.周波数お

よびメモリーチャンネルの選択。〕

ご注意：

送信する前に，他の通信にi昆信を与えないことをお確
かめください。

2.マイクロホンのPTTスイッチを押すと送信状態になりま

すので，マイクロホンに向って話してください。マイク

ロホンと口もとの間隔は，約5cm位が適当でhす。

ご注意：

あまり大きな声で話したり，マイクロホンとの距離が

近すぎると，明りょう度が低下する場合があります。

3. PTTスイッチを放すと受信状態に戻ります。

4-4.メモリー
使用頻度の高い周波数などをメモリーチャンネルにメモ

リー（記憶）させることができます。内蔵のリチウム電池

が通電していますので， POWERスイッチを切ってもメモ

リーした内容は保特されます。リチウム電池の寿命は約5

年です。（Cr5-3. リチウム電池の交換）

4-4-1.初期設定状態とリセット

・初期設定状態

工場出荷時は，次のようにメモリーされています。

項「F一一三~ TM・221/221STM・421/421S TM-521 
VFOの周波数 145.000MHz 433.000MHz 1295.000MHz 

VFOのステッフ。周波数 ZOkHz 

各メモリーチャンネノレ 145.000MHz 433.000MHz 1295.000MHz の周波数

メモリーチャンネル メモリーチャンネルO

CALLキー波（C数ALLチャン
ネル）の周 145.000MHz 

トーン周波数 88.5Hz 

．リセット

・メモリーした内容をすべて消去する場合0

・ディスプレイパネルの表示が異常な場合。

以上のような場合は，次の方法でメモリーをリセットし

てください。

1.VFO/MキーおよびM.INキーを同時に押しながらPOWER

スイッチをOFF→ONにしてください。

2.リセットされると約5秒間MおよびOが表示され，その

後VFO動作に戻ります。

4-4-2.メモリーチャンネルの数および
機能

メモリーできるチャンネル数は14チャンネル（0～9,A

～d）です。 1(TM-221/221Sのみ）， A-dの各メモリーチャ

ンネルには，次のような機能があります。

・メモリーチャンネル1(TM-221/221Sのみ）・・

アラー卜動作時に，優先的にチェックできます0

・メモリーチャンネルAおよぴb…
プログラムスキャンの周波数範囲が設定できます。

・メモリーチャンネルCおよびd・・・・H ・－

スプリットメモリー（受信および、送信の周波数を別

々にメモリーすること）できます。

なお，上記の機能として使用しない場合，普通のメモリ

ーチャンネル（同一送受信周波数）として使用できます。

4-4-3.メモリーの内容

メモリーチャンネルおよび、CALLチャンネル（TM-221/

221Sのみ）には，下記のデータがメモリーできます。

TM・221/221S TM-421/421S/521 

・送受信周波数 ・送受信周波数

•CTCSSのON/OFF •CTCSSのON/OFF

・トーンのON/OFF ・トーンのON/OFF

・トーン周波数 ・トーン周波数

・シフトの状態

・リパースの状態
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4-4-4.メモリーの書き換え

各メモリーチャンネルおよびCALLチャンネル（TM-221

/221Sのみ）には， 4-4-1.項の初期設定状態のようにメモリ

ーされています。次の方法により，書き換えることができ

ます。

1 .メモリーチャンネルO～9,A, b （シンプレックス）

操 作 ｜ 操作するキーなど ｜ 備 考

l I VFO動作にし，メモトしたい周｜同調つまみまたはマイクロ ID' 4十 2.周波数およびメモトチャンネルの「－
｜波数を選択してください。 ｜ホンの UP/DWNスイッチ｜選択 ド「

2 IM.附ーを押してください。（書き.IM.INキー ｜ディスプレイパネルにMおよびメモリーチャ｜｜

｜込みの準備） ｜ ｜ンネル番号が表示されます。 ｜ 

約5秒以内に次の操作をしてください。もし5秒以上経過した場合は， 1の操作からやり直してください。 L」

3 I希望のメモリーチャンネルを選択｜同調つまみまたはマイクロ
｜してください。 ｜ホンのUP/DWNスイッチ

約5秒以内に次の操作をしてください。もし5秒以上経過した場合は， lの操作からやり直してください。 ←一一
4 IM.附ーを押してください。（書き IM.INキー ｜ディスプレイパネルのMおよびメモリーチャ

｜込み終了） ｜ ｜ンネル番号の表示が消えます。

2.スプリットメモリーチャンネルCおよびd

操 作 操作するキーなど 備 考

VFO動作にし，メモリーしたい受 同調つまみまたはマイクロ D' 4-2-2.周波数およびメモリーチャンネルの
1 
信周波数を選択してください。 ホンのUP/DWNスイッチ 選択 同一一

2 
M.INキーを押してください。（書き M.INキー ディスプレイパネルにMおよぴメモリーチャ

込みの準備） ンネル番号が表示されます。

約5秒以内に次の操作をしてください。もし5秒以上経過した場合は， 1の操作からやり直してください。 一
3 
スプリットメモリーチャンネルC 同調つまみまたはマイクロ

またはdを選択してください。 ホンのUP/DWNスイッチ

約5秒以内に次の操作をしてください。もし5秒以上経過した場合は， 1の操作からやり直してください。

4 
M刷キーを押してください。（受信 M.INキー ディスプレイパネルのメモリーチャンネル番

周波数の書き込み終了） 号が消えます。

待機状態（次の操作をしτ送信周波数を書き込んで、ください。）
メモリーしたい送信周波数を選択 同調つまみまたはマイクロ σ4-2-2.周波数およびメモリーチャンネルの

5 
してください。 ホンのUP/DWNスイッチ 選択。普通のメモリーチャンネルとして使用

する場合は，受信周波数と同じ周波数を選択

してください。

6 
M.INキーを押してください。（送信 M.INキー ディスプレイパネルのMが消えます。

周波数の書き込み終了）

3 .CALLチャンネル（TM・221/221Sのみ）

1.希望の周波数を選択してください。

ご注意：

1.トーンおよびCTCSSの周波数をメモリーする場合は，

あらかじめ周波数の選択をしておいてください。（0'4-7.

トーン周波数の選択）

(0'4-2-2.周波数および、メモリーチヶンネルの選択）

2.M.INキーを押してください。ディスプレイパネルにM

が約5秒間表示されます。その聞にCALLキーを押して

ください。

4帽 4-5.メモリーシフト

表示しているメモリーチャンネルの内容をVFO動作に移

す機能です。

M.INキーを押してください。ディスプレイパネルにMが
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2.書き換えたメモリーチャンネルを呼び出す場合は， 4-2-

2.周波数およびメモリーチャンネルの選択の項を参照し

てください。

約5秒間表示されます。その聞にVFO/Mキーを押してくだ

さい。



4-5.スキャン
4-5-1.スキャンの種類

VFO動作時はフ。ログラムスキャン，メモリーチャンネル

動作時はメモリースキャンができます。

4-5-2.プログラムスキャン

フ。ログラムスキャンは，メモリーチャンネルAおよび‘b

にメモリーした周波数の聞をスキャンします。メモリーチ

ャンネルAよりもメモリーチャンネルbの周波数が高くな

るようにメモリーしてください〔F下図（ a）〕。もし，その

逆〔er下図（b）〕または同一周波数〔er下図（ C ）〕をメモリー
した場合は，すべての周波数をスキャンします。

下限 メモリーチャン メモリーチャン上限
周波数ネルAの周波数 ネルbの周波数周波数

( a ) 

この周波数範囲をスキャン

します。

下限 メモリーチャン メモリーチャン 上限
周波数ネルbの周波数 ネルAの周波数周波数

この周波数範囲をスキャンします。

下限 メモリーチャンネルAお 上限
周波数よびbの周波数が同じ 周波数

( C）ト

ト
この周波数範囲をスキャンします。

オ

1.あらかじめメモリーチャンネルAおよびbにスキャンさ

せたい周波数範囲をメモリーしてください。

2.VFO動作にします。（er4-2-2.周波数およびメモリーチ

ャンネルの選択）

3.無信号時にノイズが消える位置にSOLつまみをセットし

てください。

4.SCANキーを押してください。 SCANキーを押す前の周

波数の変化と同じ方向でスキャンを開始します。スキャ

ン中に信号を受信すると，その周波数で一時停止し，約

5秒後に再ぴスキャンを開始します。

5.スキャン動作を解除する場合は，いずれかのキー，同調

つまみ，マイクロホンのPTTスイッチまたはUP/OWNス

イッチを操作してください。

4-5四 3.メモリーチャンネルスキャン

メモリーチャンネルスキャンは，メモリーチャンネルを

スキャンします。

1.メモリーチャンネル動作にします。（0'4-2-2.周波数およ

ぴメモリーチャンネルの選択）

2.無信号時にノイズが消える住置にSOLつまみをセットし

てください。

3.SCANキーを押してください。 SCANキーを押す前の周波

数の変化と同じ方向でスキャンを開始します。スキャン

中に信号を受信すると，その周波数（チャンネル）で一時

停止し，約5秒後に再ぴスキャンを開始します。

4.スキャン動作を解除する場合は，いずれかのキー，同調

つまみ，マイクロホンのPTTスイッチまたはUP/OWNス

イッチを操作してください。

4-5-4.メモリーチャンネルのロックアウト

メモリーチャンネルスキャン動作時に不要のメモリーチ

ャンネルを飛び越してスキャンさせる機能です。

1.メモリーチャンネル重力11三にします。
2.同調つまみまたはマイクロホンのUP/OWNスイッチでロ

ックアウトさせたいメモリーチャンネルを選択してくだ

さい。

3.M.INキーを押してください。ディスプレイノfネルにMが

表示されます（約5秒間）。その聞にSCANキーを押して

ください。ディスプレイパネルに女印が表示されます。

4.ロックアウトを解除する場合は，上記と同じ操作をして

ください。ディスプレイパネルの女印が消えます。

4-5-5.アラート（TM-221/221 Sのみ）

どの周波数を受信していても，約5秒毎にメモリーチャ

ンネル1をモニターし，その周波数が使用中であればビー

プ音が鳴ります。なお，ビープ音をOFFにしている聞は，

その周波数が使用中であってもビープ音は鳴りません。（ケ

4-2-4.ビープ音のON/OFF)

アラート動作を開始する場合はALERTキーを押してくだ

さい。ディスプレイパネルにAしが表示されます。解除する

場合はALERTキーをもう一度押してください。

ご注意：

RC-10別売りを接続した場合は，動作しません。
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4-6. レピーター！こよる爽信
(TM-421 / 421 S/521のみ）

レピーターによる交信をする場合は，次の方法で、行って

ください。

1.REVの文字が表示されている場合は， REVキーを押して

ください。

2.トーン周波数を88.5Hzにセットしてください。

(cr4-7.トーン周波数の選択）

3.アクセスしたいレピーターの周波数を選択してください。

(Cr4-2-2.周波数およぴメモリーチャンネルの選択）

次表の周波数を選択すると自動的に シフトおよびTONE

がONの状態にセットされます。

I モデル ｜ 受信周波数 ｜シフト方向およびシフト幅

TM・421/421Sj 439MHz台 I 5MHz 

TM-521 j 1291阻泊および1292阻z台｜ -20MHz 

4.マイクロホンのPTTスイッチを押すと，送信状態になり

ますのでマイクロホンに向って話してください。

ご注意：

送信する前に，他の通信にi昆信を与えないことをお確
かめください。

5.PTTスイッチを放すと受信状熊に戻りますn

［受信中にREVキーを押して，相手局の電波を直接受信で

きればレピーターを利用しなくても交信できる可能性が

あります。］

4-7.トーン周波数の選択
l.M. INキーを押すと，ディスプレイパネルにMが表示され

ます。その間（約5秒間）にTONEキーを押してください。

2.トーン周波数を同調つまみまたはマイクロホンの UP/D

WNキーで選択してください。

3.いずれかのキーまたはマイクロホンのPTTスイッチを操

作するとトーン周波数がセットされ受信周波数表示に戻

ります。

ご注意：

トーンスケルチまたはレピーターによる交信時以外は

CTCSSおよぴトーンをOFFにしてください。
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トーン周波数（38波）

Hz Hz Hz 

67.0 114.8 192.8 

71.9 118.8 203.5 

74.4 123.0 210.7 

77.0 127.3 218.1 

79.7 131.8 225.7 

82.5 136.5 233.6 

85.4 141.3 241.8 

88.5 146.2 250.3 

91.5 151.4 
94.8 156.7 
97.4 162.2 
100.0 167.9 
103.5 173.8 
107.2 179.9 
110.9 186.2 

4-8. トーンスケルチ（CTCSS)
（プログラマブルトーンデコーダーユニ
ットTSU-5（別売り）取り付け時）

トーンスケルチとは，白局および相手局のトーンスケル

チのトーン周波数が一致した時にスケルチを聞かせる機能

です。

4-8-1.相手局のトーン信号によって自局の
トーンスケルチを聞く場合。（受信）

相手局のトーン信号によって自局のトーンスケルチを聞

くには，プログラマブルトーンデコーダーユニットTSU-

5を取り付ける必要があります。

l.CTCSSキーを押してください。 SQLつまみを反時計方向

に回しきってもノイズが出なくなります。

2.相手局のトーン周波数と同じトーン周波数を選択してく

ださい。同じトーン周波数を受信するとトーンスケルチ

が聞きます。（er4-7.トーン周波数の選択）

ご注意：

TSU-5を取り付けた場合でも， 97.4Hzのトーン周波数

で白局のトーンスケルチを聞くことはできません。

3.トーンスケルチ動作を解除する場合は， CTCSSキーをも

う一度押してください。

4-8-2.自局のトーン信号によって相手局の
トーンスケルチを聞く場合。（送信）

TSU-5を取り付けていない場合でも， CTCSSキーを押す

とトーン信号を送信することができますので相手局のトー

ンスケルチを聞くことができます。（TONEの表示はしませ

ん。）



5.保守
5-1.アフターサービス
1.保証書保証書には必ず所定事項（ご購入店名，ご購

入日）の記入および記載内容をお確かめの上，大切に保

存してください。

2.保証期間一お買い上げの日より 1年間です。

3.保証期間経過後の修理についてはお買い上げの販売店

または当社サービスセンター，営業所にご相談ください。

修理によって機能が維持できる場合にはお客様のご要望

により有料で修理いたします。

正常なご使用状態でこの期間内に万一故障が生じた場合

は，お手数ですが製品に保証書を添えて，お買い上げの販

売店または当社サービスセンター，営業所にご相談くだ

さい。保証書の規定に従って修理いたします。

4. アフターサービスについて，ご不明な点はお買い上げ

の販売店または当社サービスセンター，営業所にご遠慮、

なくご相談ください。

5-2.故障とお考え！こなる前rz=
5-2-1 .受信

症 状 原 因

電源スイッチを入れてもディスプレイ a.電源の＠端子とθ端子の接続が逆に
に何も表示しない。 なっている。

b.ヒューズが切れている。

表示が暗い。 電源電圧が低下している。

スピーカーから音が出ない。 a.VOLつまみを反時計方向に絞りすぎ

受信できない。 ている。

b.スケルチが閉じている。

C.トーンスケルチが重力作2している。

d.マイクロホンのPTTスイッチが押さ

れ，送信状態になっている。

SCANキーをf甲しでもスキャンしない。 SOLつまみの調整などスキャン動作の
条件が満足していない。

メモリーの保持ができない。 リチウム電池の寿命。

5-2-2.送信

症 状 原 因

出力が出ない。 aマイクロホン端子の差し込み不完全。

b.アンテナの接続不良。

レピーターをアクセスできない。 トーン周波数などレピーターによる交

信の条件が満足していない。

5-3.リチウム電池の爽換
メモリーした内容が保持されなくなった場合は， リチウ

ム電池の寿命と考えられますので，お買い上げの販売店ま

たは当社サービスセンター，営業所にご相談ください。

処 置

a.DC電源コード（付属品）の赤色側を

＠端子，黒色側をθ端子に正しく接
続してください。

b.ヒューズが切れた原因に関する修理

をした後，指定容量のヒューズと交

換してください。

TM-221 4A 

TM-421 5A 

TM-221S/421S: lOA 

T恥1-521 SA 

なお， DC電源コード（付属品）側の

ヒューズホルダーには，プラス側，

マイナス側とも20Aのヒューズが入

っています。

電源電圧はDC13.8V土15%です。

a.VOLつまみを適当な音量にセットし

てください。

b.SQLつまみを反時計方向に回してく

ださい。

c. CTCSSをOFFにしてください。

d.すみやかにPTTスイッチをOFFにし

てください。

0'4-5.スキャン

er 5-3.リチウム電池の交換。

処 置

a.マイクロホンを確実に差し込んでく

ださい。

b.アンテナを確実に接続してください。

cr4-6.レピーターによる交信。
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6.アクセサリー〈別売り〉
6-1.プロクラマブルトーンデコーターユニットTSU-5の取り付け
ご注意：

1.上側ケースを取り外しまたは取り付ける前に，必ず PO

WEAスイッチおよびDC電源のPOWERスイッチ（固定局

の場合）をOFFにし，電源コードを抜いてください。

2.上側ケースを取り付ける時に，配線を傷っけないように

してください。

1.左右両側面のねじ（4本）を緩めてください。

2.上側ケースを取り付けているねじ（4本）を外し，上側ケー

スを外してください。

3.スピーカーをセットの右側に移してください。

4.ジャンパープラグ（2ピン）のリード線をリードベンチな

どで引き抜いてください。

5. 7ピンコネクターをユニットに接続してください。

6.ユニットを付属のねじ（2本）で取り付けてください。

7.ユニットに配線されている 2ピンコネクターを上記4で

抜いたコネクターに接続してください。

8.スピーカーを元の位置に置いてください。その際，スピ

ーカー後部のホルダーの溝にシャーシが正しくはまるよ

うにしてください。

6-2.その他
目回ロ 名 モ ア Jレ

D C 安定化電源
PS 32 

PS 22 

ス ピ カ
SP 50B, SP-40 

一 一 SP 430 

MC 55 

MC 85 

マ イ ク ロ ホ ン MC 80 

MC-60/S8 

MC 48B 

MC 43S 

SWR／パワーメーター
SW 200A, SW 100 

SW 200B, SW 50 

カ ブ フ 一 SWC-4 

電話型リモートコントローラー RC 10 

延 長 コ 一 ド PG-4G 

ノイズフィルター PG-3B 

D C 電源コー ド PG-2N 

車 載 ア ン グ Jレ MB-201 
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9.上記2で外したねじ（ 4本）で上側ケースを取り付けてく

備 考

TM-221/221S/ 421/ 421S/521に使用できます。（固定局用）

TM  221/421に使用できます。（固定局用）

車載用

固定局用

UP/OWNスイッチ付き，単一指向性エレクトレット型（車

載用）

UP/DOWNスイッチ付き，単一指向性エレクトレットコン

デンサー型（固定局用）

UP/DOWNスイッチ付き，無指向性エレクトレットコンデ

ンサー型（固定局用）

UP/DOWNスイッチ付き，単一指向性ダイナミック型（固

定局用）

UP/OWNスイッチ付き， DTMFキー付き，無指向性エレク

トレットコンデンサー型

UP/OWNスイッチ付き，無指向性ダイナミック型（車載用）

TM-221/221Sに使用できます。

TM  221/221S/ 421/ 421Sに使用できます。

SW-200A/200Bと組み合わせると1200MHz帯のSWRとノf

ワーの測定ができます。

キーボードによる周波数選択，送受信周波数およびメモリ

ーチャンネルのアップ／ダウン， VOLの調整，スケルチの

ON/OFF,DTMF(l6キー）対応，ALTのON/OFF(TM-521の

み）などの機能が手もとで操作できます二また，TM-221シリーズ，

TM-421シリーズ，TM-521の中より，異なる周波数帯のセットを2

台使用した場合，テ守ユフoレックス（同時送受信）動作ができます。

RC-10にトランシーパーを2台接続する場合に使用します。

車載用
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回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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8.参考
8-1.申請書の書き方
市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上，申

請してください。＊印の箇所には，下記の表よりそれぞれ

のモデルに該当する事項を記入してください。なお， TM・

無線局事項書及び

工事設計書

！司 i度数，帯 空中（線W)電力

*I *2 j F3 ， 

， 
’ 

， 
’ 
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*3 , F3 

発射可能

な電波の

型式，周

波数の範

囲

変調の
リアクタンス変調

方 式

自官男
*4 

*5 
送信空中

*6 キ軍σ3主日xi::

電波の型式

第 l送信機

221S, TM-421Sなどで申請する場合は，第2級アマチュア

無線技士以上の資格が必要です。

周波数帯 空中（線W)電力 電波の型式

， ， 

， 
’ 

’ ’ 

第2送信機 第3送信機

× × 

V w V w 

｜周波数判定装置 A 有（誤差 B 無

その地工事設計 電波法第3章に規定する条件に合致している ｜添付図面 送信機系統図

保証願 周波数 空中線電力 電波の型式 登録機種の登録番号若しくは名称、又は

*1 F3 発射可能な電波の型式、周波数の範囲

、 第 l送信機 *9 
送

、 第 2送信機

、 信 第3送信機

、 機第4送信機｜

ぷドごレ TM-221 TM・221S TM・421 TM-421S TM-521 

*1 144M 144M 430乱f 430M 1200M 

*2 10 50 10 50 10 

*3 144MHz帯 144MHz帯 430MHz帯 430MHz帯 1200MHz帯

*4 M57747×1 お1:57726×1 M57752×1 M57788M×1 M67711×1 

*5 13.4V 20W 12.5V 78W 13.4V 20W 12.5V 60W 13.8V 45W 

*6 使用する空中線の型式を記入してください。

*7 144MHz帯 144MHz帯 430MHz帯 430MHz帯 1200MHz帯

*8 IOW 50W IOW 50W IOW 

*9 T108 TI09M TllO TlllM T116 
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送信機系統図

日本アマチュア無線連盟(JARL)の保証認定を受ける場

合は，この送信機系統図の記載を省略することができます。

(TM-221 /221 S/ 421 / 421 S) 

上図の＊印の箇所には，下記の表よりそれぞれのモデルに該当する事項を記入してください。

ぷ戸空レ TM圃221 TM-221S TM-421 TM-421S 

* 1 10.24MHz 12.8MHz 

* 2 TA7761F 2SC2714 

* 3 2SC2712×2 2SC2712×3 

* 4 144.0～145.995MHz 430.0～439.995MHz 

* 5 2SC2714 2SC2759 

* 6 2SC2757 2SC2759 

* 7 2SC2714 2SC2759 

* 8 2SC3837 2SC2759 

* 9 2SC2538 2SC3369 2SC2407 2SC3369 

*10 M57747 民157726 M57752 M57788乱f

*11 144.000-145.995MHz 430.000～439.995MHz 

(TM-521) 
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8-2.電波障害l之ついて

電波を発射する前に 日本アマチュア無線機器工業会

(JAIA) 

ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波

数があり運用されています。これらの無線局の至近距

離で電波を発射するとアマチュア局が電波法令を満足

していても，不測の電波障害が発生することがあり，

移動運用の際は十分ご注意ください。特に次の場所で

の運用は原則として行わず必要な場合は管理者の承認

を得るようにしましょう。

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車輔内，業務用

無線局及び中継局周辺等。

参考無線局運用規則 第9章アマチュア局の運用

（発射の制限等）第258条

アマチュア局は，自局の発射する電波が他の

無線局の運用又は放送の受信に支障を与え，若

しくは与えるおそれがあるときは，すみやかに

当該周波数による電波の発射を中止しなければ

ならない。以下省略

アマチュア無線局は，自局の発射する電波がテレビやラ

ジオ，ステレオの受信や再生に障害を与えたり，障害を受

けている旨の連絡を受けた場合は，電波法（運用規則258条）

に従ってただちに電波の発射を中止し障害の有無および程

度を確認してください。

障害が自局の電波によるものであると確認された場合，

送信側の原因か受信側の原因か大体の見極めをつけるには

かなり専門的知識を要する場合もありますので，次のよう

にして処置を取られるのも一方法と思います。

・送信機が寄生振動などの異常動作をしている場合，最寄

りの当社通信機サービス窓口に修理をお申しつけくださる

ようお願いします。

・受信側に原因がある場合，その対策は単に技術的な問題

に止まらず，ご近所との交際上なかなか難しい場合が見受

けられます。従って，このような場合も総合してアマチュ

ア局による電波障害問題の対策と障害防止について，日本

アマチュア無線連盟 (JARL)の監査指導員またはJARL事

務局に相談されると良い結果が得られると思われます。な

お， JARLではアマチュア局の電波障害対策の手引きとし

て「TVI・ステレオ I対策ノート」（有料）を用意しておりま

す。

日本アマチュア無線連盟

干170東京都豊島区巣鴨1 14 2 ff(03)947-8221（代表）

8-3. JARL制定アマチュアバンド使用区分〈抜粋〉

r 144MHz帯

430MHz帯

. 400 . 450 . 500 145.0 500 .600 .800 146.0 

FM 

(CW) 

14一衛星通信一叫
全電波型式吋骨ー（SSB）ー吋

』ー（CW）ー-a
近距離小電力移動相互用周波数
非常通信周波数（FM用）

（｝主I) 144. 000MHz～1 44.020MHzの周波数は．月面反射通信，流星散乱通信，オーロラ反射通信などに使用する。
（注2) 144. IOOMHz-144.200MHzの周波数帯は．主として遠距離通信に使用する。
（；主3) 144. 500MHz～ 145.600MHzの周波数帯のFM電波の占有周波数帯幅は， 16kHz以下とする。
（；主的 FM系によるRTTY,SSTV及びFAXの運用Ct,144. 500MHzι145.000MHz及び全電波型式の周波数帯与を使用する。

900 431.0 300 .900 431.0 .140 433.0 .500 434.0 435.0 438.0 439.0 440.0 

近距離小電力移動相互用周波数
非常通信周波数（FM用）

（，主I)431 .900MHz～432. 240MHzの周波数帯は，月面反射通信，流星散乱通信．オーロラ反射通信などに使用する。
（，主2)431. 000MHz～431. 900MHz及び432. 240MHz -434. 000MHzの各周波数帯のFM電波の占有周波数帯幅は， l6kHz 
以下とする。

（，主3）レピータ用入出力周波数帯の入出力周波数は，別に定める。
（〉主的 FM系による RTTY,SSTV及びFAXの運用は， 431.OOOMHz～431 .300MHz及び全電波型式の周波数帯を使用する。

25 



I 295. 500 JARLビーコン

73 I 291 I 293 I 294 ~- I 295 ! t I 296. I 00 
仁空間叫」（全」型式）」.r＇電壮士1卜一全電波型式－→

I I I IFM呼出周波数
レピータ入（出）力」 レピータ出（入）力」 ｜ ｜非常通信周波数（FM用）

非常通信周波数（CW・ss日用）

F
h
u
 

内
〆
』
ー

（｛主1) 1295. 900MHz～1296. lOOMHzの周波数需は，月面反射通信，流星散乱通信，オーロラ反射通信な
ピに使用する。

（注2) 1293. 000MHz～1294. 000MHz及び1296.100MHz～1300. 000MHzの各周波数帯の全電波型式には，パ
ノレス変調系の電波は含まないものとする。

（注3) レピータ用入出力周波数帯の入出力周波数は別に定める。

8-4.レピーター！こついて

8-4-1. レピーターとは

VHF帯以上の周波数の電波は，その性質上一般に到達範

囲は可視距離または地上波などで届く距離とされていまし

た。しかし，電波法の改正によりわが国もレビーター（ア

マチュア業務用中継局）の利用ができるようになり，小出

力のハンディトランシーパーで、もさらに遠距離のアマチュ

ア局と交信することができるようになりました。レピータ

ーとは自動無線中継局のことで，システムの原理は次のと

おりです。

例えば， A局がレピーターの入力周波数（fl）で電波を

発射すると，レピーターはその電波を受信し，別の周波数

(f2）に変換した後，一定の出力で自動的に送信します。 B

局は，レピーターが送信した周波数（f2）を受信します。

8-4-2. JARL制定レピーター用入出力周波数

次の表は，レピーターの入力周波数および出力周波数で

す。アマチュア局側は，受信周波数をレピーターの出力周

波数に合;r_;cせる必要があります。

.430MHz帯

B局が送信する場合は，この逆の動作をします。このよう

にして自動中継が行われます。

レピーター局

入力周波数（MHz) 出力周波数（MHz) 入力周波数（MHz) 出力周波数（MHz)

4 3 4 . 0 2 4 3 9 . 0 2 4 3 4 . 5 2 4 3 9 . 5 2 
4 3 4 . 0 4 4 3 9 . 0 4 4 3 4 . 5 4 4 3 9 . 5 4 
4 3 4 . 0 6 4 3 9 . 0 6 4 3 4 . 5 6 4 3 9 . 5 6 
4 3 4 . 0 8 4 3 9 . 0 8 4 3 4 . 5 8 4 3 9 . 5 8 
4 3 4 . 1 0 4 3 9 . 1 0 4 3 4 . 6 0 4 3 9 . 6 0 
4 3 4 . 1 4 4 3 9 . 1 2 4 3 4 . 6 2 4 3 9 . 6 2 
4 3 4 . 1 4 439. 14 4 3 4 6 4 4 3 9 . 6 4 
4 3 4 . 1 6 4 3 9 . 1 6 

4 3 4 6 6 4 3 9 . 6 6 
4 3 4 . 1 8 4 3 9 . 1 8 

4 3 4 6 8 4 3 9 . 6 8 
4 3 4 . 2 0 4 3 9 . 2 0 
4 3 4 . 2 2 4 3 9 . 2 2 4 3 4 7 0 4 3 9 . 7 0 

4 3 4 . 2 4 4 3 9 . 2 4 4 3 4 . 7 2 4 3 9 . 7 2 

4 3 4 . 2 6 4 3 9 . 2 6 434. 74 4 3 9 . 7 4 

4 3 4 2 8 4 3 9 . 2 8 4 3 4 . 7 6 4 3 9 . 7 6 

4 3 4 . 3 0 4 3 9 . 3 0 4 3 4 . 7 8 4 3 9 . 7 8 

4 3 4 . 3 2 4 3 9 . 3 2 4 3 4 . 8 0 4 3 9 . 8 0 
4 3 4 . 3 4 4 3 9 . 3 4 4 3 4 . 8 2 4 3 9 . 8 2 
4 3 4 . 3 6 4 3 9 3 6 4 3 4 . 8 4 4 3 9 . 8 4 
4 3 4 . 3 8 4 3 9 3 8 4 3 4 . 8 6 4 3 9 . 8 6 
4 3 4 . 4 0 4 3 9 4 0 4 3 4 . 8 8 4 3 9 . 8 8 
4 3 4 . 4 2 4 3 9 4 2 4 3 4 . 9 0 4 3 9 . 9 0 
4 3 4 . 4 4 4 3 9 . 4 4 4 3 4 . 9 2 4 3 9 . 9 2 
4 3 4 . 4 6 4 3 9 . 4 6 4 3 4 . 9 4 4 3 9 . 9 4 
4 3 4 . 4 8 4 3 9 . 4 8 4 3 4 9 6 4 3 9 9 6 
4 3 4 . 5 0 4 3 9 . 5 0 4 3 4 . 9 8 4 3 9 . 9 8 
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•1200MHz帯

入力周漉数（MHz) 出力周渡数（MHz) 入力周漉数（MHz) 出力周渡数（MHz)

1 2 7 1 . 0 2 1・291.02 1 2 7 2 . 0 2 1 2 9 2 . 0 2 
1 2 7 1 . 0 4 1 2 9 1 . 0 4 1 2 7 2 . 0 4 1 2 9 2 . 0 4 
1 2 7 1 . 0 6 1 2 9 'l . 0 6 1 2 7 2 . 0 6 1 2 9 2 . 0 6 
1 2 7 1 . 0 8 1 2 9 1 . 0 8 1 2 7 2 . 0 8 1 2 9 2 . 0 8 
1 2 7 1 . 1 0 1 2 9 1 . 1 0 1 2 7 2 . 1 0 1 2 9 2 . 1 0 
1 2 7 1 . 1 2 1 2 9 1 . 1 2 1 2 7 2 . 1 2 1 2 9 2 . 1 2 
1 2 7 1 . 1 4 1 2 9 1 . 1 4 1 2 7 2 . 1 4 1 2 9 2 . 1 4 
1 2 7 1 . 1 6 1 2 9 1 . 1 6 1 2 7 2 . 1 6 1 2 9 2 . 1 6 
1 2 7 1 . 1 8 1 2 9 1 . 1 8 
1 2 7 1 . 2 0 1 2 9 1 . 2 0 

1 2 7 2 . 1 8 1・2 9 2. 1 8 

1 2 7 1 . 2 2 1 2 9 1 . 2 2 1 2 7 2 . 2 0 1 2 9 2 . 2 0 

1 2 7 1 . 2 4 1 2 9 1 . 2 4 1 2 7 2 . 2 2 1 2 9'2. 2 2 

1 2 7 1 . 2 6 1 2 9 1 . 2 6 1 2 7 2 . 2 4 1 2 9 2 . 2 4 

1 2 7 1 . 2 8 1 2 9 1 . 2 8 1 2 7 2 . 2 6 1 2 9 2 . 2 6 

1 2 7 1 . 3 0 1 2 9 1 . 3 0 1 2 7 2 . 2 8 1 2 9 2 . 2 8 

1 2 7 1 . 3 2 1 2 9 1 . 3 2 1 2 7 2 . 3 0 1 2 9 2 . 3 0 
1 2 7 1 . 3 4 1 2 9 1 . 3 4 1 2 7 2 . 3 2 1 2 9 2 . 3 2 
1 2 7 1 . 3 6 1 2 9 1 . 3 6 1 2 7 2 . 3 4 1 2 9 2 . 3 4 
1 2 7 1 . 3 8 1 2 9 1 . 3 8 1 2 7 2 . 3 6 1 2 9 2 . 3 6 
1 2 7 1 . 4 0 1 2 9 1 . 4 0 1 2 7 2 . 3 8 1 2 9 2 . 3 8 
1 2 7 1 . 4 2 1 2 9 1 . 4 2 1 2 7 2 . 4 0 1 2 9 2 . 4 0 
1 2 7 1 . 4 4 1 2 9 1 . 4 4 1 2 7 2 . 4 2 1 2 9 2 . 4 2 
1 2 7 1 . 4 6 1 2 9 1 . 4 6 1 2 7 2 . 4 4 1 2 9 2 . 4 4 
1 2 7 1 . 4 8 1 2 9 1 . 4 8 1 2 7 2 . 4 6 1 2 9 2 . 4 6 
1 2 7 1 . 5 0 1 2 9 1 . 5 0 1 2 7 2 . 4 8 1 2 9 2 . 4 8 
1 2 7 1 . 5 2 1 2 9 1 . 5 2 1 2 7 2 . 5 0 1 2 9 2 . 5 0 
1 2 7 1 . 5 4 1 2 9 1 . 5 4 1 2 7 2 . 5 2 1 2 9 2 . 5 2 
1 2 7 1 . 5 6 1 2 9 1 . 5 6 1 2 7 2 . 5 4 129,2. 54 
1 2 7 1 . 5 8 1 2 9 1 . 5 8 1 2 7 2 . 5 6 1 2 9 2 . 5 6 
1 2 7 1 . 6 0 1 2 9 1 . 6 0 1 2 7 2 . 5 8 1 2 9 2 . 5 8 
1 2 7 1 . 6 2 1 2 9 1 . 6 2 1 2 7 2 . 6 0 1 2 9 2 . 6 0 
1 2 7 1 . 6 4 1 2 9 1 . 6 4 1 2 7 2 . 6 2 1 2 9 2 . 6 2 
1 2 7 1 . 6 6 1 2 9 1 . 6 6 1 2 7 2 . 6 4 1 2 9 2 . 6 4 
1 2 7 1 . 6 8 1 2 9 1 . 6 8 1 2 7 2 . 6 6 1 2 9 2 . 6 6 
1 2 7 1 . 7 0 1 2 9 1 . 7 0 1 2 7 2 . 6 8 1 2 9 2 . 6 8 
1 2 7 1 . 7 2 1 2 9 1 . 7 2 1 2 7 2 . 7 0 1 2 9 2 . 7 0 
1 2 7 1 . 7 4 1 2 9 1 . 7 4 1 2 7 2 . 7 2 1 2 9 2 . 7 2 
1 2 7 1 . 7 6 1 2 9 1 . 7 6 1 2 7 2 . 7 4 1 2 9 2 . 7 4 
1 2 7 1 . 7 8 1 2 9 1 . 7 8 1 2 7 2 . 7 6 1 2 9 2 .' 7 6 
1 2 7 1 . 8 0 1 2 9 1 . 8 0 1 2 7 2 . 7 8 1 2 9 2 . 7 8 
1 2 7 1 . 8 2 1 2 9 1 . 8 2 1 2 7 2 . 8 0 1 2 9 2 . 8 0 
1 2 7 1 . 8 4 1 2 9 1 . 8 4 1 2 7 2 . 8 2 1 2 9 2 . 8 2 
1 2 7 1 . 8 6 1 2 9 1 . 8 6 1 2 7 2 . 8 4 1 2 9 2 . 8 4 
1 2 7 1 . 8 8 1 2 9 1 . 8 8 1 2 7 2 . 8 6 1 2 9 2 . 8 6 
1271.-90 1 2 9 1 . 9 0 1 2 7 2 . 8 8 1 2 9 2 . 8 8 
1 2 7 1 . 9 2 1 2 9 1 . 9 2 1 2 7 2 . 9 0 1 2 9 2 . 9 0 
1 2 7 1 . 9 4 1 2 9 1 . 9 4 1 2 7・2. 9 2 1 2 9 2 . 9 2 
1 2 7 1 . 9 6 1 2 9 1 . 9 6 1 2 7 2 . 9 4 1 2 9 2 . 9 4 
1 2 7 1 . 9 8 1 2 9 1 . 9 8 1 2 7 2 . 9 6 1 2 9 2 . 9 6 
1 2 7 2 . 0 0 1 2 9 2 . 0 0 1 2 7 2 . 9 8 .1292. 98 
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